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要約 : こ の エッ セイ は 最近 の 研究 に 基づい た 仮説 か ら 始め て 、 日 本 の 弥生 時 代 の 起 
源 に つい て 、 遺 伝 子 、 言 語 、 そ し て 、 稲 作 の 観点 か ら 展 望 す る も の で す 。 


記 : この 文章 は 、2022 年 5 月 22 日 現在 の 原文 Mysteries Surrounding the Origin of the Yayoi People 


in japan: Genetics, Language, and Rice Farming” に 基づい て いま す が 、 直 訳 で は あり ませ ん 。 ま た 、 
原文 は 改訂 の 予定 が あり ます が 、 こ の 文章 に は 、 若 干 の 修正 の 可能 性 以外 は 改訂 の 予定 は ありま せん 。 


は じ め に 


古代 日 本 史 は 多く の 謎 に 包ま れ て いま す 。 例え ば 、 日 本 人 と 日 本 語 の 起源 は 共 

さか ん な 議論 の 的 に な っ て いま す 。 その 話題 の 一 つ に 、 弥 生 人 の 起源 が あり ます 。 

一 万 年 以上 前 に 日 本 列島 に や っ て 来 た 縄 文人 に 加わ り 、 約 3000 年 前 か ら 、 第 二 の 渡 
来 人 の 波 が あり まし た 。 そ し て 、 縄 文人 と 渡来 人 の 混血 の 結果 新しく 誕生 し た 弥生 
人 が 現在 の 日 本 人 の 直接 の 祖先 と 言わ れ て いま す 。 さ て 、 本 当 で し ょ うか 2? 


最近 の 研究 の 進歩 は めざまし い の で 、 ま ず 、Robbeets 他 (2021) の 論文 を 基 に 、 仮 説 
を 立て て 見 まし た 。 その後 、 慎 重 に その 仮説 を 検討 し て みる こと に し ます 。 


仮説 : 今 か ら 約 9000 年 前 、 現 在 の 中 国東 北部 の 南部 、 西 遼河 流域 に 、 キ ビ 等 の 雑穀 
を 主 と す る 農耕 民族 の 文化 が 生ま れ ま し た 。 農耕 の 発展 と 共に 人 口 が 増え る と 、 こ 
の 民族 は 居住 地 と その 言語 を 周囲 の 地域 に 広げ て いき まし た 。 そ の 中 の 一 部 は 南方 
^ へ 移動 し 、 約 6500 年 前 に 、 二 つの 集団 に 分 か れ ま し た 。 一 方 が 原 堤 系 の 人 種 、 他 方 


が 原 日 系 の 人 種 で 、 共 に 朝鮮 半島 方 面 へ 向かい まし た 。 約 3500 年 前 、 原 日 系 集団 は 、 
山東 半島 と 遼東 半島 を 経由 し て 来 た 水稲 栽培 文化 を 携え た 中 国 系 の 集団 と 出会い ま 
す 。 そ し て 、 約 3000 年 前 か ら 、 原 日 系 集団 の 一 部 は 、 水 稲 栽 培 を 携え て 日 本 列島 に 
到達 し 、 弥 生 人 を 形成 し ます 。 | 参考 画像 : https://www.nature.com/articles/s41586- 
021-04108-8/figures/4| 


と ころ で 、Robbeets 他 の 研究 は トル コ 系 、 モ ン ゴ ル 系 、 ツ ング ー ス 系 、 韓 系 、 日 系 
を 含む トラ ンス ユー ラ シ ア 語族 (アル タイ 語族 と も ゃ 呼ば れる ) の 起源 と 伝播 が 議論 
の 中 心 で す 。 た だ し 、 こ の 文章 で は 、 日 本 人 と 関連 の ある 部 分 に 話題 を 絞っ て いま 
す 。 


か つて は 弥生 時 代 の 始ま り を 約 2300 年 前 (紀元 前 約 300 年 ) と し て いた 向き が あり 
ます が 、 最 近 の 研究 は 一 貫 し て 、 約 3000 年 前 と た な っ て いま す (Robbeets et al., 2021: 
Cooke et al, 2021: Leipe et al., 2020 等 )。 


沿 、 こ の 文章 は 、 出 来る 限り 出版 され た 研究 結果 を 基 に し て は いま す が 、 一 部 の 研 
究 を その まま 受け 入れ た 個所 や 、 筆 者 の 想像 を 記述 し た 部 分 が あり ます 。 い ずれ に 
し て も 、 こ れ は 研究 論文 で は な く 、 歴 史 に つい て の 単なる 「 思 索 ] な の で 、 そ の 点 
は 了承 し て 下さ い 。 


朝鮮 半島 で の 中 国 系 集団 と 原 日 系 集団 の 出会い (前 半 ) 


さて 、 前 述 の 仮説 は 、 西 遼河 流域 の 雑 朋 農耕 民族 の 一 部 、 原 日 系 集団 が 南下 の 後 、 

約 3500 年 前 に 朝鮮 半島 で 中 国 系 集団 と 出会い 、 原 日 本 系 集団 が 中 国 系 集団 の 導入 し 
た 水稲 栽培 を 携え て 日 本 列島 に 渡来 し た こと に な っ て いま す 。 た だ し 、 こ の 記述 に 

は か な り 曖 昧 な 部 分 が あり ます 。 例 えば 、 実 際 に 水稲 栽培 を 朝鮮 半島 に 導入 し た 中 
国 系 集団 は どう な っ た の で し ょ うか 2? 原 日 系 集団 と 共に 日 本 列島 に 来 た の か 、 混 
血 し て 新しい 人 種 と な っ た の か 、 あ る い は 、 中 国 系 集団 は 朝鮮 半島 に 残っ た の か 、 

いろ いろ と 可能 性 は あり ます 。 


そこ で 、 ま ず 最 近 の 遺伝 子 の 研究 (Cooke et al., 2021) を 参照 し て み ま す 。 九州 の 遺 
跡 か ら 発 掘 さ れ た 弥生 人 の 遺伝 子 は 当時 の 縄文 人 と 渡来 人 の 混合 で ある 事 は 間違い 
あり ませ ん で し た 。 た だ 、 こ の 渡来 人 の 部 分 な の で す が 、 西 遼河 流域 と アム ー ル 川 
流域 か ら の 遺伝 子 し か な く ( 西 遼河 流域 の 農耕 民族 に は 当初 か ら ア ムー ル 川 流域 の 
遺伝 子 が あっ た よう で す ) 、 黄 河 流域 お よび 揚子江 流域 な ど 、 中 国 系 集団 の も の と 


思わ れる 要素 は な か っ た の で す 。 この 点 を 踏ま える と 、 朝 鮮 半 島 の 中 国 系 集団 は 

朝鮮 半島 に 居残り 、 原 日 系 集団 が 単独 で 日 本 列島 に 来 た と 見 られ ます 。 な ぜ で し ょ 
う ? さら に 、 そ うだ と する と 、 原 日 系 集団 は どう や っ て 中 国 系 集団 か ら 水 稲 栽 培 
を 学ん だ の で し ょ うか ? これ ら の 点 に に つい て は また 後 で 考え る こと に し ます 。 


さて 、 と と に 取り 上 げた 遺伝 子 の 研究 に つい て 少し 言及 する 必要 が あり ます 。 こ の 
研究 で は 、 弥 生 人 の 遺伝 子 は 、 二 体 だ け か らし か 入手 し て いな い の で す 。 つ まり 、 
この 二 体 が 本 当 に 当時 の 弥生 人 を 代表 し て いる か どう か と 言う 疑問 は 残り ます 。 そ 
の 一 方 、 そ の 当時 の 渡来 人 に 、 原 日 系 の み で 中 国 系 の 遺伝 子 が な い 人 々 が 存在 し た 
と 言う 証拠 に は な り ま す 。 い ずれ に し て も 、 疑 問 は 残る わけ で す が 、 こ の 文章 で は 、 
この 遺伝 子 研究 を その まま 受け 入れ て 話 を 進め ある こと に し ます 。 


今度 は 、 言 語 に つい て 考え て み ま す 。 先 の 仮説 で は 、 原 日 系 集団 の 言語 (日 本 祖 
語 ) は 、 約 9000 年 前 の 西 遼河 流域 の 雑 末 農民 の 言語 (トラ ンス ユー ラ シ ア 祖語 ) か 
ら 派生 し た と 想定 され て いま す 。 そ し て 、 上 記 の 遺伝 子 研究 で 示さ れ た よう に 、 当 
時 日 本 列島 に 渡来 し た の が 原 日 系 集団 だ け で 、 中 国 系 集団 は 含ま れ て いな か っ た と 
し た ら 、 原 日 系 集団 は 、 日 本 祖語 を その まま 日 本 に も た らし た と 思わ れ ま す 。 ま た 、 
人 IN 5 る 導 原 中 8 生 則 2 本 GE 人 
た 事 は ほぼ 間違い あり ませ ん 。 ま た 、 両 集団 は 混血 し て 弥生 人 を 形成 し つつ も ゃ 、 

語 的 に は 、 日 本 祖語 が 現在 の 日 本 語 の 基幹 と な っ た 事 は 確実 と 思わ れ ま す 。 計 
スペ イン 人 が メキ シコ を 統括 し て いっ た 過程 を 思い 起こ させ ます 。 ス ペイ ン 人 は 、 
スペ イン 語 を メキ シコ の ほぼ 全土 に 広め た 一 方 、 そ の 多く は 在住 の イン ディ オ と 混 
血 し て いっ た と いう 状況 で す 。 い ずれ に し て も ゃ も 、 縄 文人 は 次 第 に 日 本 列島 の 北端 ! 
追い や られ 、 そ の 言語 を 保持 し つつ 、 ア イヌ 語 を 話す アイ ヌ 人 と し て その 存在 を 継 
続 し た と 思わ れ ま す 。 こ の 点 も 、 メ キシ コ の イン ディ オ の 状況 を 思わ せま す 。 


尚 、Robbeets 他 の 言語 学 的 な 検証 に よれ ば 、 基 本 語 切 を 比較 する と 、 日 本 語 と 他 の 
トラ ンス ユー ラン シア 語族 の 言語 と は 約 9000 年 前 に 分 岐 、 韓 国語 と は 約 6500 年 前 に 
分 岐 し た 事 が 説明 で きる 様 で す 。 因 み に 、 イ ンド ・ ヨ ー ロ ッ パ 語族 の 祖語 は 約 5500 
年 前 に 遡る と 言う 事 を 考え れ ば 、 日 本 語 と 他 言語 は それ より ゃ 以前 に 分 岐 し て お り 、 
類縁 関係 を 実証 する の は 極め て 難し いと 言う 事 が よく 分 か り ま す 。 そ れ で 、 日 本 語 
は 、 ア ル タ イ 語族 と の 関連 を 最も 強く 想定 され な が ら 、 孤 立 言 語 と も 言わ れ た 訳 で 
す 。 


さて 、 こ こ で 、 中 国 系 集団 と 原 日 系 集団 の 言語 の 関係 に つい て 考え て み ま す 。 中国 


系 集団 は シナ ・ チ ベッ ト 系 の 言葉 ( 主 に 中 国 北 部 ) か 、 オ ー ス トロ ネシア 系 の 言語 
( 主 に 中 国 南部 以 南 ) か 、 そ の 混合 し た 言語 を 話し て いた と 思わ れ ま す 。 も ゃ も し 、 朝 
鮮 半島 で 中 国 系 集団 が 原 日 系 集団 を 制圧 し て 、 原 日 系 集団 の 言語 を 中 国 系 の 言語 に 
置き 換え て し まっ た と し ます 。 す る と 、 原 日 系 集団 が 日 本 列島 に 渡来 し た 時 に は 、 

この 中 国 系 の 言語 を 日 本 に も た らし た と 言う こと に な り ま す 。 そ の 場合 は 、 こ の 言 
語 が 現在 の 日 本 語 の 基幹 に な っ た は ず で す 。 た だ し 、 こ の 可能 性 は ほぼ な いと 思わ 
れ ま す 。 それ は 、 言 語学 的 に 現在 の 日 本 語 が シナ ・ チ ベッ ト 系 ある い は 、 オ ー ス ト 
ロ ネ シ ア 系 の 言語 を 基幹 に し て いる と 言う 主張 が 強い 支持 を 受け て いな いか ら で す 。 
も っ と ゃ も 、 そ の 様 な 主張 は 、 幾 つか 似 て いる 単語 が ある 程度 の 「 発 見 ]」 に 基づい て 
いる 場合 が 多い よう で す が 。 


ここ まで の 遺伝 子 と 言語 の 両 観点 を 踏ま を る と 、 こ れ ま で の 見 方 は 、 原 日 系 集団 が 
その 遺伝 子 と 日 本 祖語 を 日 本 列島 に も た らし 、 弥 生 人 の 形成 の 中 心 的 役割 を 果たし 
た と 言う 事 で す 。 次 の 疑問 点 は 、 ど うし て 、 稲 作 農耕 を 導入 し た 中 国 系 集団 が 朝鮮 
半島 に 居残り 、 原 日 系 集団 の み が 稲 作 農耕 を 携え て 日 本 列島 に 渡来 し た か と 言う 事 
で す 。 この 点 を 検討 する た め 、 中 国 系 集団 の 稲作 に つい て 手短 に 調べ て みる こと に 
まま 


稲作 の 伝播 


様々 な 文献 (Oin & Fuller, 2019 等 ) に ある よう に 、 稲 作 は 、 揚 子 江 流 域 で 、 陸 稲 、 
水稲 の 順に 始ま り ま し た 。 中 で も 、 水 稲 栽 培 は 極め て 手間 が か か り 、 洪 技術 $ 必 
要 と し ます 。 そ の た め に は 、 ど うし て も ゃ も 、 比 較 的 多く の 人 口 と 、 そ の 人 々 が うま く 
協力 し て 働け る 様 な 組織 が 必要 に な り ま す 。 そ の 様 な 状況 は 、 普 通 、 人 口 増加 に 結 
び つ き 、 そ の 地域 か ら 人 口 が 放出 する と 言う 事 は 考え られ ませ ん 。 それに 、 努 力 の 
末 に 整備 し た 水田 を 簡単 に 手放す 事 は 出来 ませ ん 。 つ まり 、 稲 作 農民 は 、 切 迫 し た 
事情 が な い 限 り 、 他 の 地域 に 移動 し た り し な いと 思わ れ ま す 。 


し か し 、 揚 子 江 流 域 の 水稲 農耕 農民 に は 、 流 出せ ざる を 得 な い 理 由 が 出来 た に 違い 
な い の で す 。 こ れ に は 、 少 な く と も 二 つ の 事項 が 考え られ ます 。 一 つ は 、 約 4000 年 
前 、 壊 滅 的 な 気候 変化 が 生じ 、 水 稲 農地 が 破壊 され 、 当 時 の 文明 が 減 び た と 考え ら 
れ て いま す (Haiwei et al., 2022)。 さ ら に 、 こ の 気候 変化 は 、 黄 河 流域 の 漢 民族 を 南 
下さ せ 、 揚 子 江 流 域 の 住民 を 押し や る こと に ゃ も な っ た と 推定 され て いま す (Yasuda, 
2013)。 当 然 、 こ の 二 つ の 事項 は 関連 し て いま す 。 た だ し 、 も し 水田 の 破壊 だ け で 

あっ た ら 、 そ れ を 復興 する 事 は 可能 と 思わ れ ま す が 、 他 民族 に 取ら れ て し まっ た 土 


地 を 取り 返す 事 は より 困難 に 思え ます 。 そ れ で 、 こ こ で は 、 後 者 の 理由 が 決定 的 で 
あっ た の で は な いか と 想像 出来 ます 


いずれ に し て も ゃ も 、 揚 子 江 流 域 か ら あ ら ゆ る 方 向 に 避難 農民 が 流出 する こと に な っ た 
の で し ょ う 。 さ て 、 可 能 性 の 一 つと し て は 、 一 部 の 農民 が 船団 を 組ん で 日 本 列島 に 
io2C お だ と 言う の の もの で 上 し か し 、 0 の BK は か な り 無 理 が あり ます 。 貧しい 農 
民 が 長旅 の た め の 大 き な 船 団 を 工面 で きる で し ょ うか ? この 点 に つい て 、QOin & 
Fuller (2019) の 研究 の 題名 、『 ど うし て 稲作 農民 は 航海 を し な いか 』 と 言う の は 的 
を 得 て い る の で は な いか と 思い ます 。 そ れ で も ゃ 、 支 配 者 階級 は 物資 と 、 そ し て 、 ゃ 
ちろ ん 稲 を 持っ て 日 本 列島 に や っ て 来 た 可 能 性 が あり ます 。 


実際 、 そ の 様 な 説 は 、 複 数 の 日 本 語 の 書籍 、 新 聞 記事 (The Japan Times)、 多 く の 
ウェ ブサ イト に 紹介 され て いま す が 、 支 持 さ れる 様 な 研究 論文 は ほとん ど な い の が 
実情 で す 。 尚 、 こ の 説 の 賛同 者 は 工芸 品 、 人 骨 、 遺 伝 子 等 に つい て の 情報 を 基 に 主 
張 を し て いま す 。 し か し 、 も し 、 こ の 航路 経由 の 渡来 人 が 弥生 人 の 主流 だ っ た と す 
る と 、 彼 ら が 縄文 人 を 圧倒 し て 、 彼 ら の 言語 が 弥生 人 の 言語 の 基幹 を 形成 する こと 
に な る の で は と 思わ れ ま す 。 し か し 、 こ の 頃 の 揚子江 流域 の 言語 ! 7 の ツー ド 
系 、 オ ー ス トロ ネシア 系 、 あ る い は その 混合 で あっ た は ず で す 。 先 に 述べ た よう に 、 
NIR 
その 様 な 航路 が 存在 し た 可能 性 を 否定 する 訳 で は あり ませ ん が 、 そ の 影響 力 は 朝鮮 
凍ら PP 


さて 、 揚 子 江 流 域 を 出 て 、 陸 路 で 避難 中 の 水稲 農民 に 話 を 戻し ます 。 こ の 中 に 

お そら く 黄 海 沿い に 北 へ 向かっ た グル レー プ が あっ た は ず で す 。 1 
黄河 流域 の 漢 民族 に と っ て も 困難 な 時 代 だ っ た に 違い あり ませ ん 。 彼ら は 、 西 方 か 
ら の 侵略 に あっ た よう で すし 、 役 ら の 国々 自体 、 多 く の 変 容 を 繰り 返し て いた 模様 
で す 。 そ ん な 状況 で は 、 揚 子 江 流 域 か ら の 避難 農民 を 攻撃 し た 可能 性 も あり ます 。 
同時 に 、 こ の 期間 に 、 黄 河 流域 の 人 々 と 、 揚 子 江 流 域 か ら 来 た 農民 が 混血 し た 可能 
性 $ 十 分 あり ます 。 そ の 結果 、 避 難 農 民 は 、 中 国 南部 民族 と 北部 民族 と 両方 の 遺伝 
子 を 持つ こと に な っ た と 想像 され ます 


いずれ に し て も ゃ も 、 揚 子 江 流 域 か ら の 避難 農民 は 一 箇所 に 落ち 着く 事 は 出来 な か っ た 
の か も 知れ ませ ん 。 ま た 、 そ の 様 な 状態 に あっ て は 、 そ れ ほ ど 手 間 の か か ら な い 陸 
稲 栽 培 を 活用 し て いた 可能 性 も あり ます 。 そ し て 、 北 部 の 、 よ り 上 寒冷 な 気 師 で も 栽 
培 出 来る よう に 稲 を 改良 し て いっ た は ず で す (Leipe et al., 2020 等 )。 そ し て 、 最 終 


的 に は 、 約 3500 年 前 に 、 遊 難 農民 の 少な く と ゃ も 一 部 が 朝鮮 半島 に 到達 し た と 見 られ 
ます (Robbeets et al., 2021)。 


朝鮮 半島 で の 中 国 系 集団 と 原 日 系 集団 の 出会い (後半 ) 


ここ で 、 朝 鮮 半 島 の 話 に 戻り ます が 、 ま ず 初 め に 、 原 日 系 集団 が 朝鮮 半島 に 到着 し 
た 後 、 ま だ 中 国 系 集団 が 到着 する 前 、 約 6500 年 前 か ら 約 3500 年 前 の 間 の 事 を 書き 
ます 。 そ の 頃 の 朝鮮 半島 に は 、 日 本 列島 に 渡ら ず に 残っ て いた 縄文 人 の 一 部 が 居 ま 
し た (Robbeets et al., 2021 等 )。 原 日 系 集団 と 縄文 人 は 功 く の 間 、 問 題 な く 共存 し て 
いた と 思わ れ ま す 。 と ころ が 、 原 日 系 集団 の 雑 殻 農耕 が 広がる に 連れ 、 縄 文人 の 狩 
猟 地域 に 影響 する よう に な り ま し た 。 最 終 的 に は 、 縄 文人 は 自分 た ちの 和 狩猟 採集 生 
活 が 出来 な く な り 、 原 日 系 集団 に 取り 込ま れる こと に な り ま す (Kim & Park, 
2020)。 た だ し 、 原 日 系 集団 と 縄文 人 と の 出会い と 同化 は 、 長 時 間 に 及 ぶ 、 比 較 的 平 
穏 な も の だ っ た と 予想 され ます 。 


これ に 対し 、 中 国 系 集団 と 原 日 系 集団 の 出会い は 、 か な り 人 性 質 の 違っ た も の だ っ た 
様 で す 。 揚 子 江 流 域 に 基 を 発し た 中 国 系 稲作 農民 は 、 黄 河 流域 の 民族 と ゃ 絡み 合っ 
て きま し た 。 そ し て 、 中 国 各 地 で 複雑 な 政治 情勢 を 経験 し 、 や っ と 到着 し た 朝鮮 半 
島 で は 、 即 刻 、 自 分 た ちの 安住 の 地 を 確保 すべ く 、 そ の 地域 の 統治 に 全力 を 尽く し 
た の で は な いで し ょ うか 。 そ し て 、 現 地 の 気 候 に あっ た 稲 を 作る た め の 品 種 改良 に 
も 力 を 入れ た こと で し ょ う 。 ま た 、 新 天地 の 開発 に は 人 力も 必要 な の で 、 す で に い 
た 原 日 系 集団 を 駆り 集め た 可能 性 が あり ます 。 


それ まで 、 比 較 的 ゆっ くり と し た ペー ス の 生活 を し て きた 原 日 系 集団 は 、 中 国 系 集 
団 の 到来 を 予期 し て いな か っ た は ず で す 。 急 に 中 国 系 集団 に 支配 され て 、 過 酷 な 稲 
作 農 笠 を させ られ る と 言う 様 な 状態 に は 全く 準備 が 出来 て いな か っ た と 思わ れ ま す 。 


それ で 、 原 日 系 集団 は 、 稲 作 農耕 を 身 に つけ な が ら も ゃ も 、 そ こ か ら 逃 れ た いと 言う 願 
望 も あっ た と 想像 で きま す 。 そ し て 、 約 3000 年 前 か ら 、 一 部 が 、 実 際 に 朝鮮 半島 を 
脱出 し て 、 日 本 列島 へ や っ て 来 た と 思わ れ ま す 。 彼ら は 、 朝 鮮 半 島 で すでに 縄文 人 
を 統合 し た 経験 が ある の で 、 日 本 列島 に 来 て か ら ゃ 、 同 様 に 縄文 人 を 統合 し て いき 
まし た 。 そ れ に 、 こ と の 時 まで に は 、 稲 作 農耕 を 身 に つけ て いた し 、 そ れ 以 上 に 、 中 
国 系 集団 の よう に 権力 を 持つ 事 が 重要 だ と 考え 始め て いた の で し ょ う 。 朝鮮 半島 で 
中 国 系 集団 が し た よう に 、 今 度 は 、 日 本 列島 で 原 日 系 集団 が 権力 を 持つ よう に な っ 
て いろ た の で 宗 


そう いう 訳 で 、 中 国 系 集団 は 、 朝 鮮 半 島 に 居残り 、 せ っ せ と 新天地 の 開発 に 力 を 入 
れ 、 同 時 に 、 そ こ を 抜け 出し た 原 日 系 集団 の 一 部 が 日 本 で 弥生 文化 を 築き 上 げ る こ 
と に な る と 言う 訳 で す 。 これ で 、 一 応 、 朝 鮮 半 島 で の 疑問 点 は 解消 し た こと に な り 
ます 。 と ころ で 、 原 日 系 集団 の 一 部 は 朝鮮 半島 に まだ 残っ て いた と 思わ れ ま す 。 


ここ で 、Leipe 他 (2020) の 研究 を も う 少 し 見 て み ま す 。 こ の 中 で 、 約 3200 年 前 に 日 
本 の 中 央 高原 地帯 (現在 の 長野 県 ) で の 稲作 の 形跡 が 発見 され た 事 が 記述 され て い 
ます 。 こ れ は 、 そ れ ま で 九州 で 発見 され て いた 約 3000 年 前 の 九州 で の 稲作 より $ ゃ 古 
く 、 今 まで 文献 で 確認 され た な か で 最 古 の 日 本 の 稲作 と な り ま す 。 こ の 点 に つい て 、 
この 研究 の 著者 は 、 二 通り の 可能 性 を 掲げ て いま す 。 一 つ は 、 縄 文人 が 朝鮮 半島 ま 
で 出向 いて 稲 を 持ち 帰っ た と 言う 説 で 、 も う 一 つ は 、 朝 鮮 半島 か ら の 移民 が あっ た 
と 言う 説 で す 。 も し 、 稲 作 が 朝鮮 半島 と は 少し 離れ た 長野 県 付近 で 始ま っ た と し た 
ら 、 興 味 深い ゃ の で す 。 只 、 こ の 文章 で は 、 こ と の 点 に つい て は 、 と こま で で 止め て 
お きま す 。 尚 、 岡 山県 で 、 そ れ よ りゃ 更に 数 千年 前 に 稲作 が され て いた と いう 説 や 
有る よう で す が 、 確 証 さ れ て は いな い 様 で す 。 


さて 、 こ れ で 弥生 人 の 起源 に つい て の 一 応 の 決着 が 着い た と 思わ れる か も 知れ ませ 
ん が 、 実 は 、 先 に 参照 し た Cooke 他 の 遺伝 子 の 研究 に は 、 も う 一 披 り ある の で す 。 

渡来 人 の 第 三波 が ある と 言う の で す 。 そ の 時 期 は 、 ほ ほぼ 古墳 時 代 (紀元 300 一 600 年 
頃 ) の 頃 に 当たる の で 、 著 者 た ち は 、 こ の 渡来 人 と 弥生 人 の 混血 の 後に 形成 し た 人 
種 を 古墳 人 と 呼ん で 、 弥 生 人 と 区 別して いま す 。 そ し て 、 こ こ で 肝心 な 事 は 、 古 墳 
人 の 遺伝 子 は 弥生 人 と は か な り 異 な る が 、 現 在 の 日 本 人 と は 大 き な 違 い が な いと 言 
う 事 で す 。 と する と 、 現 在 の 日 本 人 の 直接 の 先祖 は 、 い わ ゆ る 弥生 人 で は な く 、 こ 

の 古墳 人 だ と 言う こと に な り ま す 。 つ まり 、 日 本 人 に は 、 弥 生 時 代 以 降 の 渡来 人 の 
遺伝 子 が か な り 多 く 入 っ て いる と 言う こと に な り ま す 。 


渡来 人 の 第 三波 と 古墳 人 の 形成 (前 半 ) 


Cooke 他 に よる と 、 古 墳 人 は 弥生 人 の 遺伝 子 を 40% 以 下 受け 継い で いま す 。 残り は 、 
な ん と 中 国 系 で 、 北 部 の 黄河 流域 と 南部 の 揚子江 流域 の 両方 の 遺伝 子 が 混合 し て い 
る 様 な の で す 。 [| 参考 画像 : 

https://www.science.org/cms/10.1126/sciadv.abh2419/asset/dc168d0c-ac66-4022- 


a775-c10f208b0a7d/assets/images/]arge/sciadv.abh2419-f6.jpg | 


すぐ に 思い つく 事 は 、 そ れ ま で 朝鮮 半島 に 残っ て いた 中 国 系 集団 の 一 部 が 、1000 年 


以上 遅れ て 日 本 に 来 た と 言う も る の で し ょ う 。 先 に 見 た よう に 、 彼 ら は 中 国 の 南部 
(揚子江 流域 ) と 北部 (黄河 流域 ) の 人 種 の 混血 に 違い あり ませ ん 。 


と ころ で 、 現 在 の 日 本 人 に 中 国 南部 か ら の 遺伝 子 が ある と 言う 事 は 興味 深い 点 で す 。 
特に 、 稲 作 が 揚子江 流域 か ら 航 路 で 直接 日 本 に 伝わっ た と 主張 する 人 々 は 、 こ の 点 
を その 根拠 に する 事 が あり ます 。 し か し 、 先 に 書い た よう に 、 こ の 主張 に は 、 言 語 
学 的 に 大 き な 問 題 が あり ます 。 そ れ に 対し て 、 今 まで 見 て きた よう に 、 稲 作 と 揚 子 
江 流 域 の 遺伝 子 が 別々 に 日 本 に や っ て 来 た と 言う 事 自体 に 問題 は あり ませ ん 。 


し か し 、 ど うし て 、 こ とこ の 時 期 に な っ て 、 中 国 系 集団 が 日 本 に 来 を た の で し ょ うか ? 

彼ら は 、 朝 鮮 半 島 で 満足 し て いた の で は な いで し ょ うか ?2 この 点 に つい て 、 先 に 
書い た 事 を 思い 出す 必要 が あり ます 。 稲作 農民 は 、 切 人 迫 し た 理由 が な い 限 り 、 敢 え 
て 移動 し な い は ず だ と 言う 事 で す 。 す る と 、 何 か し ら 彼 ら が 移動 し な けれ ば な ら な 
い 理 由 が 出来 た と 考え る の が 自然 で す 。 こ の 点 に 関し て は 、 朝 鮮 半 島 の 歴史 が 役 に 
立ち そ を う で す 。 そ し て 、 と この頃 まで に は 、 中 国語 で の 記録 が 残さ れる よう に な っ て 
いる の で それ を 参考 に する こと に し ます 。 ここ で 推測 で きる 事 は 、 高 句 過 、 百 済 、 
そし て 新 維 の 三国 間 の 戦争 が 移動 を 促し た の で は な いか と 言う 事 で す 。 


朝鮮 半島 で の 政治 情勢 


さて 、 朝 鮮 半 島 の 三国 時 代 に 話題 を 移す 前 に 、 そ れ 以 前 の 朝鮮 半島 に つい て 少し 調 
べ て み ま す 。Kim & Park (2020) の 研究 に よる と 、 朝 鮮 半 島 南 部 の 人 口 は 約 2700 年 
前 か ら 減 少 を 始め 、 約 2300 年 前 か ら 約 2000 年 前 まで の 間 は 、 ほ と ん ど な く な る ほ 
ど 少 な く な っ て いる と 言う の で す 。 そ し て 、 こ の 時 期 に 、 は っ きり し た 気候 変化 な 
どの 理由 は 見 つか っ て いな い 様 な の で す 。 彼 ら は 、 こ の 頃 の 九州 北部 で の 人 口 増加 
を 関連 付け て 、 こ の 時 期 に 朝鮮 半島 南部 か ら 九 州 北部 に 民族 の 大 移動 が あっ た の で 
は な いか と 推測 し て いま す 。 | 参考 画像 : 

https://static.cambridge.org/binary/version/id/urn:cambridge.org:id:binary:2020050 


1184034985-0813:S2513843X20000134:S2513843X20000134 fig3.png | 


し か し 、 と こと で は 、 も う 少 し 、 こ の 点 を 吟味 し て み ま す 。 ま ず 、 約 2700 年 前 か ら 約 
2300 年 前 まで の 人 口 減少 は 、 時 期 的 に 見 て 弥生 人 の 形成 時 期 で す 。 つ まり 、 原 日 系 
集団 が 、 中 国 系 集団 の 支配 を 抜け 出し て 日 本 に 来 た 頃 で 、 そ れ が 人 口 減少 の 原因 で 
あっ た か も ゃ 知れ ませ ん 。 そ れ に 対し て 、 そ の 後 の 約 2300 年 前 か ら 約 2000 年 前 の 間 
の 極端 な 人 口 減少 は 、 中 国 系 集団 が 関連 し て いる と 考え ざる を 得 ま せん 。 つ まり 、 


何ら か の 理由 で 、 彼 ら が 消滅 し た か 、 あ る い は どこ か に 移動 し て し まっ た 様 な 形跡 
が ある の で す 。 そ れ で 、 こ と の 中 国 系 集団 $ る 、 こ の 時 期 に 日 本 に 移動 し た と 言う 説 を 
完全 に 拒否 する 事 は 出来 ませ ん 。 た だ 、Cooke 他 (2021) の 遺伝 子 の 研究 に よれ ば 、 
中 国 系 の 人 々 が 渡来 し た の は 、 古 墳 時 代 、 つ まり 、 約 1700 年 前 か ら な の で 、 そ れ に 
は 、 ま だ 早 す ぎ ま す 。 そ こ で 、 朝 鮮 半 島 南 部 の 中 国 系 稲作 農民 の 行方 に つい て 推測 
選 で みみ まう 


まず 、 約 3000 年 前 まで 時 代 を 遡り ます 。 こ の 頃 か ら 、 朝 鮮 北 部 で いろ いろ な 政治 的 
変化 が 起こ っ て いた よう で す 。 そ の 中 心 は 、 そ の 地 で の 最初 の 王国 、 古 朝鮮 が 形成 
され つつ あっ た と 言う 事 で す 。 そ し て 、 そ れ は 、 約 6500 年 前 に 原 日 系 人 種 と 分 岐 し 
た 原 韓 系 人 種 の 国 と 考え られ ます 。 そ し て 、 彼 ら は 、 ツ ング ー ス 系 民族 と 接触 し て 
いた は ず で 、 馬 を 含め て 家畜 を 使う すべ を 会 得 し て いた と 思わ れ ま す 。 


その 後 、 古 朝鮮 は 力 を 増し 、 勢 力 を 南 に 拡大 し て いき ます 。 約 2300 年 前 まで に は 、 
朝鮮 半島 の 南部 で 、 中 国 系 集団 及び 居残り 組 の 原 日 系 集団 と 接触 する こと に な り ま 
す 。 この頃 に は 、 半 島 南 部 に 辰 と 言う 国 が 形成 され て いた よう で 、 そ の 主力 は 中 国 
系 人 種 と 思わ れ ま す 。 


ちょ うど その 頃 、 漢 王朝 は 古 朝鮮 を 攻撃 し 、 約 2100 年 前 まで に は 古 朝鮮 を 占領 し て 
いま す 。 す る と 、 そ の 頃 、 古 朝鮮 の 人 々 は 辰 に 逃げ た 可能 性 も 有り ます 。 こ れ が 、 
辰 の 人 々 に どの 様 な 影響 を 与え を た か は 、 定 か で は あり ませ ん 。 と こと こ で 、 少 し 突飛 な 
シナ リオ を 想像 し て み ま す 。 漢 王朝 が 古 朝鮮 を 攻撃 し た 時 に 、 漢 王朝 は 朝鮮 半島 南 
部 の 辰 に いた 中 国 系 集団 を 古 朝鮮 の 占領 し て いた 北部 に 移住 させ た と 言う も の で す 。 
それ は 、 単 に 中 国人 で 中 国語 を 話す と 言う 理由 で 、 古 朝鮮 に 圧力 を か ける と 言う 思 
惑 で あっ た か も 知れ ませ ん 。 も し そう だ と する と 、 朝 鮮 半 島 南 部 の 人 口 が 急減 し た 
事 と 関連 付け られ ます 。 逆 に 、 今 まで 中 国 系 集団 の 居 た 朝鮮 半島 南部 地域 が 空白 地 
常 と な り ま す 。 そ れ で 、 そ の 時 に 、 北 部 の 古 朝鮮 か ら 逃 れ て 来 た 原 韓 系 の 人 々 や 、 
さら に 、 中 国 本 土 か ら 山東 半島 と 遼東 半島 を 通っ て 、 新 た に 中 国 系 の 移民 が 来 た 事 
も 考え られ ます 。 ま た 、 朝 鮮 半 島 北 部 に 移動 させ られ た 中 国 系 の 人 々 の 一 部 も 、 半 
島 南 部 に 戻っ て きた か も 知れ ませ ん 。 い ずれ に し て も ゃ も 、 朝 鮮 半 島 南 部 の 人 口 は 、 約 
2000 年 前 か ら 再 び 増 加 の 傾向 を た どり ます 。 


0 今度 は それ より 更に 北 に 位置 し て い 
た 高 句 記 が 力 を 増し 、 仕 舞 に は 漢 王 朝 を 追い 出し ます 。 約 1700 年 前 まで に は 、 高 句 
導 ER DTIGDOE 還 の 


の 秘訣 の 一 つ は 、 馬 の 利用 だ っ た か も 知れ ませ ん 。 それ は 、 た と え 上 農耕 ・ 運 搬 用 で 、 
まだ 戦闘 に は 使わ れ て いな か っ た と し て ゃ も 、 人 力 の み の 場 合 と 比べ れ ば 相当 な 影響 
力 が あっ た と 思わ れ ま す 。 この 点 に 関し て 言え を ば 、 い ずれ は モン ゴル に 騎馬 民族 の 
帝国 が 生ま れ 、 中 国 を 夫 か すこ と に な り ま す 。 尚 、 高 句 慌 の 人 々 も 、 古 朝鮮 の 人 々 
と 同系 で 、 原 韓 系 人 種 が 祖先 と 思わ れ ま す 。 そ し て 、 約 2000 年 前 に は 、 辰 は 、 南 西 
部 の 百済 と 南東 部 の 新 維 に 置き 換わり まし た 。 こ れ で 、 高 句 羽 、 百 済 、 新 維 の 三国 
が 揃う こと に な り ま す 。 | 参考 画像 : 
https://www.worldhistory.org/img/r/p/500x600/5790.jpg 


ここ まで の シナ リオ を 踏ま える と 、 百 済 は 中 国 系 の 農民 と 原 韓 系 の 支配 者 階級 、 新 
維 は 主 に 古 朝 鮮 か ら の 原 韓 系 人 種 で 構成 され て いた と 思わ れ ま す 。 こ の 図式 は 簡単 
すき ぎ きる か も 知れ ませ ん が 、 イ ンタ ーネット 上 で 得 ら れる 情報 と 大 きく 異な る と は 思 
えま せん 。 さ て 、 と の 他 に も う 一 つ 、 百 済 と 新 維 の 間 に 、 伽 務 と 言う 国 $ も あっ た よ 
う で す 。 そ し て 、 こ と こ は 、 原 日 系 人 の 最後 の 砦 で あっ た 可能 性 も あり ます が 、 後 に 
新 維 に 吸収 され る こと に な り ま す 。 


朝鮮 半島 で の 三国 間 の 関係 は 複雑 で し た 。 し か し 、 最 終 的 に は 、 百 済 は 西暦 660 年 
に 、 高 句 慌 は 西暦 668 年 に 、 共 に 新 級 に 滅ぼさ れ ま し た 。 百済 の 崩壊 に 前 後 し て 、 
中 国 系 の 農民 の 多く は 日 本 に 逃れ た と 思わ れ ま す 。 これが 、 古 墳 人 お よび 現在 の 日 
本 人 の 中 国 系 の 遺伝 子 (南部 と 北部 を 含め て ) の 出処 で ある と 考え られ ます 。 稲作 
NN to 揚子江 流域 の 稲作 農民 の 遺伝 子 が 日 本 に 伝 
わっ た と に な り ま す 。 ま た 、 上 百済 の 支配 者 階級 と 高 句 届 の 人 々 も 日 本 に 逃れ た と 言 
われ て いま す 。 こ れ ら の 人 々 は 、 原 韓 系 で す が 、 遺 伝 子 的 に は 、 原 韓 系 も 原 日 系 
極め て 近い の で 、 極 端 に 異な る 遺伝 子 が 入っ て きた 訳 で は あり ませ ん 。 ま た 、 新 雑 
は 他 の 二 国 を 吸収 し た わけ で す が 、 新 維 か ら ゃ 日 本 に 多数 の 移民 が あっ た と 言う 記 
録 が あり ます 。 


渡来 人 の 第 三波 と 古墳 人 の 形成 (後半 ) 


そし て 、 第 三波 の 渡来 人 が 来る 頃 ま で に は 、 日 本 で ゃ も 中央 政権 が 出来 て いま し た 。 
朝鮮 半島 で 中 国 集 団 と 出会っ て か ら の 長い 経験 か ら 、 日 本 の 支配 者 階級 は 、 移 民 の 
取扱 に は 非常 に 気 を 使っ て いた は ず で す 。 と くに 、 こ の 頃 の 移民 は 、 在 住 者 の 人 口 
を 上 回 っ た と 想定 され る の で 尚更 で す 。 そ れ で も 、 日 本 の 支配 者 階級 は 、 様 々 な 経 
歴 の 移民 を うま く 利 用 する 手 は ず を 理解 し て いた と 思わ れ ま す 。 役 ら は 、 発 展 し つ 
つ あ る 日 本 の 統治 を 継続 する 事 が 出来 まし た し 、 古 日 本 語 を 国家 の 言語 と し て 保持 
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し 続け る 事 が 出来 た の で す 。 こ れ は 、 植 民 地 時 代 以 降 、 ア メリ カ 合 衆 国 成立 後 の 状 
況 と 類似 点 が あり ます 。 つ まり 、 当 初 の イギリス 系 移民 は 、 後 か ら 来 た 非 英語 系 の 
移民 を うま く 利 用 し つつ 、 英 語 を 共通 語 と し て 保持 する 事 が 出来 た と 言う 事 で す 。 


農耕 に 関し て は 、 中 央 政権 は 人 手 が 増え る 事 を 歓迎 し た に 違い あり ませ ん 。 水 稲 栽 
穫 は 手間 が か か る し 、 こ の 頃 ま で の 日 本 で は 、 ま だ それ ほど の 収穫 を 出来 て いた と 
は 思え ませ ん 。 米 の 利用 に つい て 言え ば 、 そ れ ま で の 主 に 儀式 上 用 の 利用 か ら 、 人 徐々 
に 実際 の 食用 に 使え る よう に な っ て いっ た と 思わ れ ま す 。 そ れ に 、 一 般 的 に は 、 農 
民 を 支配 する 事 は それ ほど 難し く な か っ た 事 で し ょ う 。 


中 央 政権 は 、 支 配 者 階級 の 移民 も うま く 取 り 扱っ て いた よう で す 。 様 々 な 記録 を 作 
成 し り 、 高 度 に 発展 し つつ あっ た 祭儀 を 取り 扱う 事 の 出来 る 官 更 が 必要 と され て い 
た の で 、 そ の 点 で は 好都合 で し た 。 建築 、 瀧 洲 、 交 通 と 、 経 験 の 豊富 な 技術 者 や 職 
工 も 必要 で し た 。 加 えて 、 主 に 高 句 記 方 面 か ら と 思わ れ ま す が 、 馬 と それ に 関す る 
様々 な 技術 も 持ち 込ま れ ま し た 。 こ の 頃 、 馬 が 大 変 重宝 され て いた 事 は 確実 で す 
高 句 羽 の 別名 、 高 と その 変形 、 駒 や 狐 な どの 漢字 が 馬 と 関連 付け られ て 地名 、 神 
社名 等 に 使わ れ た の も その た め と 思わ れ ま す 。 


尚 、 中 国 系 、 韓 系 の 移民 の 中 に は 、 政 治 ・ 文 化 に 影響 を 与え る 様 な 高い 地位 に 着く 
人 々 も 現れ た 事 と 思い ます 。 そ れ で も 、 日 本 で の 古 日 本 語 の 立場 は すでに 確立 し て 
いと 思わ れ ま す 。 そ の た め に 、 外 国語 の 借用 語 等 、 影 響 は あっ て も ゃ も 、 日 本 語 の 基 電 
が 変わ っ て し まう と 言う 事 は あり ませ ん で し た 。 


また 、 中 央 政権 の 策略 の 一 つ に は 、 移 民 を 、 当 時 まだ 開発 の 進ん で いな か っ た 日 本 
の 東国 に 配置 する と 言う 方 法 が あり まし た 。 そ し て 、 移 民 の 力 が 増し て きた 場合 の 
対策 と 言う も の も あっ た と 思わ れ ま す 。 例え ば 、 千 人 単位 の 移民 を 辺 部 な 過疎 の 土 
地 に 移動 させ た り と 言う 事 も あり まし た 。 し か し 、 そ の 様 な 場合 、 そ の 土地 の リー 
ダー に 、 形 式 的 な 高い 位 を 与え た り し た 様 で す 。 ま た 、 宗 教 関係 者 や 官 更 等 の 位 の 
高い 移民 の 影響 を 抑え る た め と 思わ れ ま す が 、 そ うい っ た 人 々 を 一 箇所 に 集め て 、 
管理 し て いた 事 も ある よう で す 。 今 で も 、 武 蔵 国 の 高 肌 郡 (現在 の 埼玉 県 日 高 市 周 
辺 ) や 新 郡 (現在 の 埼玉 県 新座 市 周辺 ) に つい て の 記録 が 残っ て いま す 。 


いずれ に し て ゃ も 、 こ の 時 期 ま で の 日 本 は 、 遺 伝 子 的 に も 、 文 化 的 に も ゃ 大 陸 の 影響 を 
強く 受け て きま し た 。 ま ず 、 何 万 年 も の 間 、 日 本 列島 は 、 大 陸 の 災難 を 逃れ て 来 た 
人 々 が 最終 的 に 落ち 着く 場所 で あっ た 訳 で す 。 こ の 間 、 ま ず 、 縄 文人 が 住み 着き 、 
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渡来 人 の 第 二 波 ( 原 日 系 人 ) が 縄文 人 を 取り 込ん で 、 弥 生 人 を 形成 し 、 こ こ で 、 日 
本 独自 の 統治 体制 が 生ま れ ま し た 。 そ し て 、 渡 来 人 の 第 三波 (中 国 系 お よび 韓 系 移 
民 ) が 来 て か ら 、 古 墳 人 が 形成 され まし た が 、 言 語 を 含め て 、 日 本 の 原形 を 留め ま 
に 。 


さて 、 当 時 の 日 本 の 中 央 政権 は 、 ア ジア 圏 で 、 第 二 の 大 国 に な ろう と 言う 野心 が 
あっ た と 思わ れ ま す 。 その 頃 は 、 強 力 な 中 国 を 追い 抜く 事 は 想像 に も よら な い 事 で 
し た が 、 せ め て も る 朝鮮 は 追い 越し た いと 言う 野心 が あっ た よう で す 。 た だ 、 こ の 野 
心 は 、 日 本 の 近代 史 で 、 と ん で も な い 展 開 す る こと に な り ま す 。 


お わり に 
さて 、 こ と の 歴史 思索 の まとめ と し て 、 初 め に 取り 上 げた 仮説 を 補足 改定 し ます 。 


改訂 版 仮 説 : 今 か ら 約 9000 年 前 、 現 在 の 中 国東 北部 の 南部 、 西 遼河 流域 に 、 キ ビ 等 
の 雑 尊 を 主 と す る 農耕 民族 の 文化 が 生ま れ ま し た 。 農耕 の 発展 と 共に 人 口 が 増え る 

と 、 こ の 民族 は 居住 地 と その 言語 を 周囲 の 地域 に 広げ て いき まし た 。 そ の 中 の 一 部 

は 南方 へ 移動 し 、 約 6500 年 前 に た 、 二 つの 集団 に 分 か れ ま し た 。 一 方 が 原 韓 系 の 人 種 、 
他方 が 原 日 系 の 人 種 で 、 共 に 朝鮮 半島 方 面 へ 向かい まし た 。 約 3500 年 前 、 原 日 系 集 
団 は 、 山 東 半 島 と 遼東 半島 を 経由 し て 来 た 水稲 栽培 文化 を 携え た 中 国 系 の 集団 と 出 

会 いま す 。 原 日 系 集団 は 、 中 国 系 集団 の 支配 下 で 働き 、 水 稲 栽培 を 学び ます 。 そ し 

て 、 約 3000 年 前 か ら 、 日 本 祖語 に 加え 、 水 稲 栽 培 を 携え て 日 本 列島 に 移住 し 初め 、 

縄文 人 と 混血 し て 、 弥 生 人 を 形成 し ます 。 そ の 後 、 約 1700 一 1400 年 前 の 古墳 時 代 前 
後に は 朝鮮 半島 の 三国 間 の 争い に 巻き 込ま れ た 中 国 系 及び 韓 系 の 人 々 が 多数 日 本 に 

渡来 し 、 弥 生 人 と 混血 の 後 、 古 墳 人 を 形成 し ます 。 只 、 こ の 頃 の 日 本 の 中 央 政権 は 、 
渡来 人 の 文化 と 技術 を 利用 し つつ も 、 弥 生 人 の 築い た 日 本 の 国 を を の まま 発展 させ 

まし た 。 そ の た め 、 渡 来 人 の 中 国語 や 韓国 語 は 、 日 本 語 を 色 か す よ うな 影響 は 与え 

ませ ん で し た 。 こ の よう に し て 、 古 墳 時 代 に 、 現 在 の 日 本 人 の 遺伝 子 構成 と 日 本 語 

の 基礎 が 確立 し た の で す 。 


追記 A : Robbeets 他 (2021) に つい て の 見 解 


この 研究 は 確か に 興味 深い ゃ の だ し 、 よ く 検 証 さ れ て いま す 。 そ れ で 、 こ の 研究 の 
大 筋 に つい て 反論 する つも り は あり ませ ん し 、 こ の 文章 を 書く に あたっ て は 適切 な 
出発 点 だ っ た と 思い ます 。 し か し 、 そ れ で も ゃ も 、 莉 干 の 点 に つい て 言及 し て お く 必 要 
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は あり ます 。 


まず 、 ご く 基 本 的 な 言語 デー タ を 除い て 、 ト ルコ 系 関連 の 議論 は 微弱 で す 。 次 に 、 
西 遼 河川 流域 と モン ゴル の 民族 の 遺伝 子 の 関連 は 、Wang 他 (2018) に 反論 され て い 
記 9 


第 三 に 、Kim & Park (2020) は 、Robbeets の 以前 の 論文 に つい て で す が 、Robbeets 
の 農耕 ・ 言 語 分 散 説 に つい て 反論 し て いま す 。 こ の 点 は 、 す で に 書い た 事 で す が 、 
朝鮮 半島 で の 雑 愛 農耕 の 到来 と 稲作 農耕 の 到来 時 の 比較 を 基 に し た 議論 で す 。 


朝鮮 半島 で の 原 日 系 人 集団 の 雑 殺 農耕 の 導入 と 縄文 人 と の 接触 は ゆっ くり と し た も 
の で し た 。 そ れ に 対し て 、 中 国 系 集団 の 稲作 導入 と 原 日 系 人 集団 の 接触 は 急速 な も 
の で し た 。 Kim & Park に よれ ば 、Robbeets の 農耕 ・ 言 語 分 散 説 で は 、 こ の 二 つ の 農 
耕 導入 時 の 質 的 な 違い を 説明 する 事 が 出来 な いと 言う の で す 。 確か に この 議論 に は 
納得 する $ も の が あり 、Kim & Park の 説 の 一 部 は 、 こ の 文章 に も ゃ 取り 入れ られ て いま 


追記 B : 日 韓 古代 史 の 関連 


ここ で は 、 こ の 文章 の 中 に 登場 し た 古代 の 日 本 と 韓国 の 関連 に つい て まとめ て み ま 
す 。 よ く 韓 国人 や 日 本 人 の 起源 は どこ か と 言う 質問 が な され ます 。 共 に 中 国東 北部 
だ と か 、 揚 子 江 流域 方 面 だ と か 、 日 本 人 の 場合 は 、 チ ベッ ト 高 原 方 面 だ と か 言わ れ 
る 事 が あり ます 。 あ る 意味 で は 、 こ れ ら すべ て に 正しい 面 が ある と も 言え ます が 、 
厳密 に は 、 す べ て が 間違い で あり ます 。 お そら く 、 現 時 点 で 最も 納得 の 出来 そう な 
答え は 、 こ の 文章 で も 見 て きた よう に 「 複 数 ] ある と 言う も の で し ょ う 。 ま ず 日 
韓 の 共通 点 は 、 共 に 、 (1) 西 遼河 流域 と アム ー ル 有川 流域 の 古代 人 の 遺伝 子 が ある 
( 約 9000 年 前 ) 、 そ し て 、 (2) 揚子江 流域 と 黄河 流域 を 含む 中 国 各地 方 ( 約 
3500 年 前 以降 ) の 遺伝 子 が ある と 言う 事 で し ょ う 。 当 然 、 日 韓 で は 若干 分 布 が 異な 
り ま すし 、 両 国内 で も 地域 差 が あり ます 。 


し か し 、 日 韓 の 一 番 の 違い は 、 (1 ) 韓国 人 に は 、 お そら く 、 追 加 の ツン グー ス 系 
(アム ー ル 有川 流域 の 系 統 ) の 遊牧 ・ 農 耕 民 族 (騎馬 民族 に 発展 する 前 か ) の 遺伝 子 
が あり ( 約 6500 一 2000 ? 年 前 ) 、 そ し て 、 (2) 日 本 人 に は 、 縄 文人 の 遺伝 子 ( 約 
30000 一 約 15000 年 前 ) が ある と 言う 事 で す 。 縄 文人 の 遺伝 子 の 割合 は 、 も は や 多 
く は あり ませ ん し 、 国 内 で も か な り 地 域 差 が あり ます が 、 韓 日 の 遺伝 子 分 布 を 図示 
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する と 、 一 目 瞭 然 で 違い が 分 か る 程 で す 。 ち な み に 、 ア イヌ 人 は ほぼ 100% 近 く 縄 
文人 の 遺伝 子 を 持ち ます が 、 こ の 遺伝 子 は 非常 に 日 本 独特 で 、 ご 0 
チベット 高原 方 面 で 見 つか る だ け で す 。 当然 、 こ の 点 だ け を 取り 上 げ て 、 日 本 人 の 
租 発 は チベット 人 だ と 言う 事 は 出来 な いで し よう 。 


次 に 、 日 本 語 と 韓国 語 の 関係 に つい て 考え て み ま す 。 こ の 二 つ の 言語 は 、 お そら く 、 
人 MA に 同じ トラ ンス ユー ラ シ ア 祖語 か ら 分 岐 し た と 推定 され ます 。 その 後 、 
韓国 語 は 、 ツ ング ー ス 系 言語 と 接触 し ます が 、 語 臣 の 借用 と 多少 の 音韻 上 の 影響 を 
除い て 、 基 幹部 分 に は 変化 は な か っ た と 思わ れ ま す 。 ま た 、 日 本 語 は 、 朝 鮮 半 島 で 
縄文 語 、 そ し て 、 何 ら か の 中 国 系 言語 と 接触 し ます が 、 語 某 の 借用 を 除い て は 、 基 
所作 20 4 92 日 本 語 と 韓国 語 は 基本 的 に 
近 縁 関係 に ある が 、 約 5500 年 前 の イン ド ・ ヨ ーッ No の より 6 あい 
分 岐 し て いる の で 、 類 似 性 は か な り 低 いと 言わ ざる を 得 ま せん 。 当然 、 両 言 

中 国語 か ら の 借用 が 多い の で 、 似 た 単語 は 相当 数 有り ます 。 


尚 、 文 化 的 に は 、 韓 国 の み が ツ ング ー ス 系 の 遊牧 文化 の 強く 影響 を 受け て いる 可能 
性 が あり ます 。 お そら く 、 こ の 点 が 日 韓 の 食 生 活 の 違い に 反映 され て いる の で は な 
いで し ょ うか 。 日 本 は 、 東 南ア ジア と 太平 洋 方 面 と の 関係 を 議論 され て は いま す が 、 
遺伝 子 的 に 見 る と 、 韓 国 の 方 が 、 南 方 の 遺伝 子 が 多い と も ゃ も 言え ます 。 こ れ は 、 

に は 、 日 本 人 の み に 縄 文人 の 遺伝 子 が あり 、 そ の 他 の 遺伝 子 の 割合 が 相対 的 に 少な 
く な っ て いる た めか も 知れ ませ ん 。 


追記 C : 琉球 人 と 言語 


縄文 人 は 、 一 万 年 以上 前 に 日 本 列島 に 到達 し て か ら 、 琉 球 諸島 を 含む 日 本 全土 に 居 
住 し て いま し た 。 その後 、 原 日 系 人 種 が 渡来 する と 、 役 ら ゃ も 各地 1 2 
縄文 人 と 混血 し まし た 。 


た だ し 、 琉 球 諸 島 の 状況 は ひ は 、 ア イヌ 人 の 場合 と は 対象 的 で す 。 ま ず 、 ア イヌ 人 は 、 
NM ほな く 、 縄 文人 の 直系 の 子孫 と 考え られ ます 。 ま 
た 、 ア イヌ 語 は 日 本 語 と は 近 縁 関係 が 確認 され て お ら ず 、 言 語族 的 に 孤立 状態 で す 


れ に 対し 、 琉 球 地方 の 人 々 は 、 遺 伝 子 的 に は 、 日 本 人 で 、 言 語 に つい て $ も 同様 に 
考え られ ます 。 し か し 、 琉 球 諸島 の 地理 的 状況 を 反映 し て 、 琉 球 地方 の 人 々 は 、 本 
土 よ りゃ も 多く の 縄文 人 の 遺伝 子 を 持っ て いま す 。 ま た 、 琉 球 方 言 は 、 特 に 、 通 信 ・ 
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交通 の 発達 する 前 は 、 本 土 の 日 本 語 より も 数 百年 遅れ て 、 本 土 で の 変化 が 伝達 し て 
いた と 言わ れ ま す 。 い ずれ に し て も $、 文 化 的 に は 、 本 土 か ら 琉 球 へ と 言う 経路 が 主 
流 の 様 で す 。 
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